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マダイは養殖種 苗生産において,生 産技術が

最も進んでいる魚種である。しかし,現 在の生産

技術においても形態異常が発生し,中でも脊椎

骨椎体欠損による短躯症が多くの割合を占めて

いる。これまでに椎体欠損の原因として,体 節形

成期胚での低酸素(DO)や 高二酸化炭素(DC)

環境曝露が明らかにされている。しかし,高DC環

境では水素イオン濃度上昇によるpH低 下が起こ

るが,そ の影響 についてはこれまで検証されてい

ない。本研究では低pH環 境が,椎 体欠損の前駆

症状である仔魚の体節分節異常を,誘 導するの

かについてしらべるため,マ ダイ体節形成期胚の

低pH環 境への曝露実験を行った。さらに,養 殖

現場では,受 精卵の輸送や管理水槽 中での過度

の通気や水 中での振動により,受精卵の発生が

止まる,あるいは死亡することが経験的に知られ

ている。 しかし,胚発生期における通気と振動が

体節分節異常を誘導するかどうか,あ るいは,艀

化率や正常卵孚化率に影響するのかどうか明らか

でない。本研究では,物 理刺激である通気と振動

と椎体欠損の原因である体節分節異常の関連性

を調べた。

材料と方法

実験IpH4,5,6,二 酸化 炭 素濃度60mg/1に

調 節 した海 水 と,マ ダイ体 節形 成期 胚2～3万 粒

をポリ袋 に収 容 し,そ れぞ れの環境 に30,60,120,

180分 間曝 露 した後,約100粒 をボウル に移して

卵孚化 するまでインキュベ ー トした。 艀 化後,正 常

卵孚化 ・異 常艀 化 ・死 亡 ・未艀 化卵 ・死 卵 に分 類し,

卵孚化,正 常艀 化お よび 体節 分節 異常 率を求 め

た。

実 験H通 気 量 を0,50,200,500m1/分 に設 定 し

た海 水 と,マ ダイ体節 形成 期胚2～3万 粒 をポリ袋

に収 容 し一定 時 間インキュベー トした。また,振 動

がマダイ胚 に及 ぼす 影響 を調 べるため,500mlの

ポリ塩 化 ビニル製 サンプル瓶 に,受 精卵約1,300

粒 と海 水 を密封 した後,シ ェイカー によりllOrpm

で振 動 させ た。

結果と考察

実験1低pH環 境への暴露では,艀 化仔魚の

体節分節異常がほとんど発生しなかった。このこ

とから,pH4ま での低pH環 境が体節分節異常の

原因でないと考えられる。したがって,高DC環 境

での体節分節異常誘導は,二 酸化炭素そのもの

により起こると結論された。実験H通 気と振動は,

マダイ卵の艀化および正常卵孚化率に大きな影響

を与えなかった。また,通 気と振動という物理刺激

では,卵孚化仔魚の体節分節異常がほとんど発生
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しなかった。したがって,マ ダイ体節形成期胚へ

の通気と振動の物理刺激はその発生に影響しな

いと考えられた。今後さらに異なる発生段階の胚

で,これらの物理刺激の影響を明らかにする必要

がある。
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